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平成２３年度 SGST 第２回定期研究会 議事録 
 
 
日時 ：平成 23 年 6 月 10 日(金) 16：00～17：30 
場所 ：名城大学 名駅サテライト 
出席者：近藤，久保，小塩，渡辺，（名城大），青木（愛工大），北根，廣畑（名大）中野，村瀬（愛

知県），加藤（海洋架橋），山田，高野（中日本ﾊｲｳｪｲ），柴田（名高速），岸本，戸田（創建），川

瀬（日中C），園部（JTS），堺（ｺﾍﾞﾙｺ科研），高橋（ｱｽｺ），青嶌（中部復建），永富（八千代ｴﾝｼﾞ），

佐光，古市（維持管理），野中（耐震研），安藤（－），神頭（日車），織田，加藤，森田，松村，

所，北山，福岡，鈴木，藤井，松原，上田，石黒，坂部（瀧上），窪田（日鉄トピー） 
以上 40 名(敬称略)   

 

 

 

１．定期研究会（16:00～17:30） 

講演者：名古屋大学大学院工学研究科社会基盤工学専攻 准教授 川崎 浩司 先生 

講演題目：「巨大津波災害について」 

     ※土木学会CPDプログラム認定番号：JSCE11-0212 

 
講演内容 
津波の基本特性を解説するとともに、2004年スマトラ島沖地震津波、2011年東日本大震災など、

これまでに発生した巨大津波災害について説明があった。また、東海・東南海・南海三連動型地

震による津波シミュレーション結果の報告もあった。 

本発表については，大震災の直後であり、津波に関する参加者の関心も高く、活発な質疑応答

が行われた。 
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2011 3 11 14 26
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